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と思われる。
　KnafB－Lenz1）及びJaeobsenL’」はモ・レモットに対する
Digitalisの致死量とモ’レモ・vトの体重との問には必ずし
も耳孫屯なる・雫fテ関f系ン）t荏在しないとゴ些♂ぐていろ、っ即』ち1苅才i’
は5009以下のモ・しモ・・1・では、1’ヒ｝ll舳抵抗力輯く，SOO　9以
上のものでは抵抗が弱いといい，後；拓’は俸重Xと致死量Y
との問にY・・axo・fis：｝の1薬1係のあtv　／LJt．∫を報告しているq　し
かし，ながら私の実瞼に・lrいては体．唖：400～500　gのモルモ
ットを最も多く使用しフこために＝：皮等の主張するような結果
は得られなかった、、しかし強いていえL頁下放は少ないが，
400g↓リ．下のものではS・ヒ1咬fi塾1風い虹難左を：示冒町よう1こも，1凱わ
れた．
　次｝こ各実瞼1列魚郵こ，・心η戴，早劉憾及．び用＝｝瀕の材（tf：に］X・j「する
，1fi：量比を訊1へこた結果力｛第1表に示さオしている、，即’ち心隙，
腎臓及び肝蝋の体．・ll：　r’f分比はノ1乱均に｝げいてそれぞオし0．31，
0．S5及び4．0％となっている。今この融’聯重量の体：噴，ヒと
Digitoxin致死量との関係を図示すると第2図の如くなる。
この図を．見ても明力・な女liく，至女夕E＝量と蹴威曇藩のf本：頑：」七とのIBj
に特に有’意義の関係｝よ1協められなかった。Tanabe＆Su－
zukit：　）は猫におけるDigitalis葉：瞼定に際して，肝厳の体
：」藥：1’ヒの大．なるもの程Digitalis配糖材qこ対すろ抵抗の大な
る’ll二を報告しているが，　私のモルモッ1・に対する　Digi－
toxinタ父夕日・鼎沸敷ン£のIC祭に｛よ，　このよ：3な系Ji身しは＝li忍めら尋しな
かった．．　　　　・
252 南雲・佐藤
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モルモッ1・のDigitoxiゴ感度と体重及び臓器・重量との関係オ；L中晃医富尽1953
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　　　　第1図モルモ・・1・の体重とDjgitoxin
　　　　　　・　　　致．死量．との関係
縦軸は致死量（mg，，描軸はモルモツ］・の体重（9），縦
気［三の破線は・1t均体重の位置，横走の破線は”ls　．ts　．jの致死
景の：・「航置，　黒．点、は口実f列f直’（L7・これ今日は余論d三のiF〔糸泉の方
向に配列する傾向を示すものと解．釈されるっ
結 論
　　モルモットのDigitoxin感度を致死量の上から
牛ll気恥してψくの弁む蕩芝を：礁｝た・。
　体亘中等．度のモルモットにお・いてはDigitoxin
致死量と体量との間には直線的な関係が詔められ
休郵二が異っても軍位加重当りの致死量は一一定して
V・る。
　　Digitox｛n致死彙と心臓，腎臓．及び肝臓の体≦阯ヒ
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　　第2図隙器重琶の．体：ij　t’t’分」’ヒとDigitoxin
　　　　　　　　　　　　致死量との関．係
縦軸は下からそオレそれ心隙，腎融及．ぴJi．職覧の体重に
対す．る重量．rf分！’ヒ，柑1軸はモルモッ1・の体重！00　g當
りのDigitoxin致死量Ilng），縦走の破線は致死量の
ン1も均愈配，　稲モオ三の破線は一ドから・それぞれ心1臓，　1腎励巌及，び
n．印臓の幽く：亟：」：ヒクメr泊1直，　潔雲点、は各実i｝臨直。　　　’
との開には特別な関係は認められない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Qlf｛禾1．128．6．17　受｛虚）
Summary
　　　Digitoxin　was　injected　into　the　vein　of　urethanized　guinea　plgs　every　£ive　minutes　untii　the
heart　stopped．　And　the　ratio　of　organ　weight　to　body　weig．rht　w’as　determined　by　dissection．　1’he
results　obtained　represent　the　following　conclusions．
　　　．’1’he　lethal　dose　of　digitoxin　per　unit　body　vtreight　is　almost　constant　in　tlite　．cr，，uinea　pigs，
weighin．cr　from　3）OO　to　600　．o．；rat　ms・　Any　definite　relationship　is　not　notieed　between　the　lethal　dose
and　the　ratios　of　heart，　kidney　and　liver　weight　to　body　weight．　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（，Reeeived　June　17，　’19ro3＞
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